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論文内容の要旨

本論文は、 QβRNA レプリカーゼ、の速度論的解析についての研究をまとめたものであり、緒言、本論 2 章、総括

からなる。

緒言では、自己複製系素子として QβRNA レプリカーゼが利用可能であるということ、また、 QβRNA レプリ

カーゼ、の速度論的解析の意義について記述した。

第 1 章では、 QβRNA レプリカーゼの β サプユニットタンパク質の C末端に His-tag を付け、従来の方法よりも

簡便に酵素を精製する方法について述べた。培養液あたりの収率は、従来の方法に比べおよそ1.5倍に向上した。精

製した His-tag の付いた QβRNA レプリカーゼの性質を、野生型の QβRNA レプリカーゼと比較した。その結果、

His-tag 付きの QβRNA レプリカーゼの比活性は、野生型の QβRNA レプリカーゼの比活性に比べて、およそ半

分程度であった。しかし、 Qβ ゲノム RNA と MDV-po!y(+) RNA を鋳型として RNA 合成活性を比較した結果か

ら、 His-tag 付きと野生型の QβRNA レプリカーゼの鋳型特異性は同じであることがわかった。

第 2 章では、精製した His-tag 付き QβRNA レプリカーゼを用いて、速度論的解析をおこなった。 QβRNA レ

プリカーゼによる RNA の伸長反応を理解、分析するために速度式を導出した。 ATP、 UTP、 GTP、 CTP の様々な

濃度の組み合わせで、 MDV-po!y(+) RNA を鋳型として QβRNA レプリカーゼの複製反応を測定し、速度式に含

まれる、それぞれのパラメーターを求めた。求まったパラメーターから QβRNA レプリカーゼ、の複製反応について、

以下の特徴が見出された。1) CTP の取り込み速度は速し、。 2) GTP の取り込み速度は遅L 、。 3) ATP が他のすべて

の基質の取り込みを強く阻害する o

最後に、以上で得られた知見を総括し、今回求まった QßRNA レプリカーゼによる RNA 複製反応に関するパラ

メーターから、自己複製系を構築する際、どのような条件で反応させるのがよいかについて述べた。

以上、本論文では自己複製素子 QβRNA レプリカーゼ、の速度論的解析について論じた。

論文審査の結果の要旨

本論文ではよ大腸菌 RNA ファージの一つである Qβ ファージ由来の QβRNA レプリカーゼの 3 サプユニットタ
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ンパク質の C末端に His-tag を付け、従来の方法よりも簡便に酵素を精製する方法について述べている。精製した

His-tag 付き QβRNA レプリカーゼを用いて、速度論的解析をおこなっている o RNA の伸長反応の際、 ATP、 UT

P、 GTP、 CTP が、あるときは基質として、また別のときには基質の取り込みに対する阻害物質として働く複雑な

反応について、速度式に含まれる、それぞれのパラメーターを求めている。

以上のように、本論文は、 RNA の伸長という複雑な反応に関し、それぞれの基質の特徴的な性質を明らかにした。

ここにおいて得られた知見は、 QβRNA レプリカーゼを用いた自己複製系の構築に貢献するものであり、よって本

論文は博士論文として価値あるものと認める。
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